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独立行政法人国立病院機構愛媛医療センターにおける 

感染予防対策期間中のモニタリングの受け入れに関する細則 

 

（目的） 

第１条 本細則は「独立行政法人国立病院機構愛媛医療センターにおける直接閲覧を伴う

モニタリングの受け入れに関する標準業務手順書」に基づき、国立病院機構愛媛医療セン

ターが定める感染予防対策期間中のモニタリング実施について必要な事項を定めるもので

ある。  

 

（直接閲覧を伴うモニタリング実施の方法） 

第２条 モニターが、当院の定める来院許可の基準を満たしていることを訪問の条件とす

る。 

２ モニターは、当院で定める「感染症の蔓延等により当院への訪問に制限がある状況で

の直接閲覧を伴うモニタリング実施の手順」を遵守し、感染拡大防止に注意してモニタリ

ングを実施する。 

３ モニターが、当院が行う体調行動確認にて不適当と判定された場合は、来院を伴うモ

ニタリングの実施を延期する等の対応を協議する。 

 

（直接閲覧を伴わないモニタリング実施の方法） 

第３条 当院の定める来院許可の基準により、モニターの来院が許容されない期間は直接

閲覧を伴わないモニタリングの実施を許可する。 

２ モニターは「独立行政法人国立病院機構の保有する個人情報の開示等の手続に関する

規程」を遵守し、法人文書開示請求書（様式 1）を用いて開示請求を申請し、入手した資

料を用いてモニタリングを実施する。 

３ モニタリング目的での法人文書開示請求に関しては、治験事務経費にその費用が含ま

れていると考えられるため開示請求手数料は請求しない。 

４ 資料は原則として郵送とする。 

５ モニタリング終了後は、モニターの責任において速やかかつ適切に資料を廃棄する。 

６ 一度発行した資料の再発行は行わない。 

  

（附則）この細則は、令和３年１２月１日から施行する 

 


